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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家

で
長
年
研
修
指
導
員
を
務
め
た

由
井
昌
代
さ
ん
（
福
良
）
に
こ

の
ほ
ど
、
社
会
功
労
者
文
部
科

学
大
臣
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

由
井
さ
ん
は
、
昭
和
十
六
年

か
ら
教
諭
と
な
り
、
昭
和
五
十

年
に
は
阿
万
小
学
校
長
に
着

任
、
同
時
に
青
少
年
交
流
の
家

の
研
修
指
導
員
を
引
き
受
け
ま

し
た
。
以
後
、
昨
年
三
月
末
ま

で
三
十
年
間
、
講
義
を
通
じ
て

青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
保
健
衛
生
組
合

連
合
会
長
の
倉
本
賢
二
さ
ん

お
め
で
と
う

児
童
館
茶
道
ク
ラ
ブ
の
初
稽
古

茶
道
ク
ラ
ブ
が
家
族
に
お
点
前
を
披
露

　

南
あ
わ
じ
市
児
童
館
（
福
良
）

茶
道
ク
ラ
ブ
の
新
年
初
稽
古
が
一

月
六
日
、
同
館
の
茶
室
で
開
催
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
が
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
茶
道
ク
ラ
ブ
生
二
十

人
が
、
家
族
に
裏
千
家
の
お
点
前

を
披
露
。
子
ど
も
た
ち
は
、
抹
茶

を
点
て
た
り
、
お
菓
子
や
お
茶
を

運
ん
だ
り
と
役
割
を
交
代
し
な
が

ら
普
段
の
生
活
と
違
う
緊
張
感
を

体
験
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中

学
や
大
学
な
ど
に
通
う
元
ク
ラ
ブ

員
六
人
も
お
茶
席
の
準
備
や
後
片

付
け
を
手
伝
い
、
交
流
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

　

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
城
田
育

代
さ
ん
は
、「
普
段
の
礼
儀
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
お
稽
古
で
辛

抱
や
我
慢
す
る
こ
と
、
思
い
や
り

の
心
が
育
つ
よ
う
に
」
と
期
待
を

込
め
ま
し
た
。

　

児
童
館
で
は
、
放
課
後
児
童
の

遊
び
の
場
と
し
て
茶
道
、
書
道
、

　新年恒例の西淡新春書初め大会が１月 5日、西淡公民館で開催

され幼稚園児から高齢者まで 55人が参加しました。

　墨の香りが漂う室内では、市内で書道教室を開催する福田柴
さいこう

香

さんの指導により、それぞれに与えられた課題に挑戦しました。

　書き終えた勘田眞心さん（西淡志知小 4年）は、「ちょっと書き

にくかったけど、普段通り書けました」と感想を話してくれました。

11頁に関連記事。

福良小学校で防災授業1・17を忘れない
　東南海・南海地震による津波で、兵庫県内でも最大の被害を受けると

される福良湾に建つ福良小学校で１月 16日、防災授業が行われました。

　避難訓練に続いて、「１・17を忘れない」と題した阪神淡路大震災直

後に記録されたコンピューター映像を鑑賞。崩れ落ちたビルや火災の映

像に子どもたちは息をのんでいました。また、津波が福良湾に押し寄せ

る様子や、引き波によって自動車が流されるシュミレーション映像に防

災意識が高まった様子でした。

▲「どうぞごゆっくり」とお茶を運ぶ、茶道クラブの子どもたち

▲津波のシュミレーション映像に見入る子どもたち ▲穏やかな年になるよう筆に願いを込める参加者

新春書初め大会新たな気持ちで筆を運ばせ

（
阿
万
）
に
環
境
大
臣
表
彰
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

倉
本
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
年

に
旧
南
淡
町
保
健
衛
生
組
織
連

合
会
理
事
、
平
成
元
年
か
ら
は

同
会
長
と
し
て
、
全
島
一
斉
清

掃
へ
の
積
極
的
な
参
加
の
呼
び

か
け
や
不
法
投
棄
防
止
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
保
健
衛
生
・
環
境

美
化
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

淡
路
農
林
水
産
祭
が
一
月

十
五
日
、
伊
弉
諾
神
宮
（
淡
路

市
）
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上

農
林
水
産
業
振
興
と
栽
培
技
術

の
向
上
な
ど
に
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
方
々
に
賞
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
（
関
係
分
）

◆
兵
庫
県
自
治
賞

　

倉
本
満
之
さ
ん
（
松
帆
）

　

倉
本
さ
ん
は
、
あ
わ
じ
島
農

協
の
代
表
理
事
専
務
と
し
て
、

特
産
野
菜
の
安
定
生
産
確
保
に

向
け
た
、
機
器
の
導
入
や
育
苗

セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
る
農
作

業
の
軽
減
な
ど
南
淡
路
地
域
の

農
業
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

◆
淡
路
農
林
水
産
功
労
者
表
彰

（
敬
称
略
）

【
農
業
】
船
越
章
雄
（
榎
列
）、

伊
吹
均
・
榮
子
（
松
帆
）、
土

井
冿

す
す
む

（
神
代
）

【
林
業
】
久
米
孝
治
（
賀
集
）

倉
本
賢
二
さ
ん
に

環
境
大
臣
表
彰

▲由井さん

▲杯にお酒を注ぐ柏木さん

2007.2.1発行

淡
路
人
形
ま
つ
り

野
掛
け
風
舞
台
を
再
現

　

淡
路
人
形
座
で
は
、
観
光
客
や

島
内
在
住
の
方
に
人
形
芝
居
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
淡
路
人

形
浄
瑠
璃
館
で
二
月
十
一
日
ま
で

「
淡
路
人
形
ま
つ
り
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
谷
崎
潤
一
郎
の
小
説

「
蓼た

で

喰く

う
虫
」
に
描
か
れ
た
「
野

掛
け
舞
台
」
の
雰
囲
気
で
人
形
芝

居
を
見
て
い
た
だ
こ
う
と
、
舞
台

周
辺
の
壁
面
に
筵
む
し
ろ
を
掛
け
、
ひ
い

き
の
人
形
遣
い
や
太
夫
、
三
味
線

弾
き
ら
へ
の
心
付
け
を
書
い
た
ビ

ラ
な
ど
も
貼
り
つ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

淡
路
文
化
資
料
館
や
谷
崎
潤
一

郎
記
念
館
な
ど
か
ら
借
り
た
、
昭

和
初
期
か
ら
中
期
の
人
形
芝
居

の
様
子
や
島
内
の
町
並
み
の
写
真

六
十
二
点
、
谷
崎
が
小
説
を
執
筆

し
た
旅
館
「
な
べ
藤
」（
洲
本
市
）

で
執
筆
に
愛
用
し
た
文
机
や
た
ば

こ
盆
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、一
月
二
日
と
三
日
に
は
、

大
鳴
門
橋
記
念
館
の
ロ
ビ
ー
で
獅

子
舞
と
凧
踊
り
が
行
わ
れ
、
野
掛

け
風
の
舞
台
で
は
太
鼓
演
奏
や
戎

舞
も
披
露
さ
れ
、
正
月
気
分
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

公
演
」
を
獲
得
。
こ
の
日
は
親
戚

や
近
所
の
方
な
ど
も
福
を
授
か
ろ

う
と
柏
木
さ
ん
宅
に
集
ま
り
、
約

二
十
人
が
午
後
六
時
か
ら
「
門
付

け
え
び
す
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

戎
の
さ
し
だ
す
杯
に
、
庄
屋
さ

ん
役
の
柏
木
さ
ん
が
お
酒
を
注
ぐ

と「
柏
木
家
の
繁
栄
に
ま
ず
一
献
」

と
杯
を
空
け
、
一
家
の
幸
福
と
繁

栄
を
願
い
ま
し
た
。
柏
木
さ
ん
も

「
特
別
公
演
の
時
よ
り
身
近
に
感

じ
た
。
公
演
し
て
も
ら
っ
て
嬉
し

　

淡
路
人
形
座
（
福
良
、
坂
東
千

秋
支
配
人
）
の
座
員
六
人
が
十
二

月
二
十
八
日
、
柏
木
幹
夫
さ
ん

（
神
代
）
宅
で
、「
門
付
け
え
び
す
」

を
出
前
公
演
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
島
内
各
地
の
漁
村
で

は
、
航
海
の
安
全
や
大
漁
を
祈
っ

て
「
戎
舞
」
が
舞
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

柏
木
さ
ん
は
、
同
座
の
秋
の
特

別
公
演
（
十
一
月
二
十
五
日
、
三

原
公
民
館
）
で
の
抽
選
で
「
出
前

▲筵や心付けビラで演出された淡路人形浄瑠璃館

か
っ
た
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

生
活
に
身
近
な
と
こ
ろ
で
発
生

す
る
街
頭
犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど

か
ら
児
童
を
守
ろ
う
と
十
二
月

十
四
日
、
神
代
地
区
ま
ち
づ
く
り

防
犯
グ
ル
ー
プ（
田
村
寿
雄
代
表
）

で
は
神
代
小
学
校
の
下
校
時
に
合

わ
せ
、
通
学
路
の
点
検
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
「
犯
罪
や
事
故

の
機
会
や
き
っ
か
け
を
つ
く
ら
な

い
、
つ
く
ら
せ
な
い
」
を
合
言
葉

図
画
、
英
語
、
工
作
の
五
ク
ラ
ブ

を
週
一
回
づ
つ
開
催
し
て
い
ま
す
。

神
代
地
区
ま
ち
づ
く
り
防
犯
グ
ル
ー
プ

犯
罪
や
事
故
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う

淡
路
人
形
座
の
出
前
公
演

柏
木
さ
ん
宅
で
「
門
付
け
え
び
す
」

に
、
昨
年
十
月
に
神
代
地
区
の
自

治
会
、
老
人
会
、
婦
人
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
十
二
団
体
に
よ
り
自
主
的

な
防
犯
活
動
団
体
と
し
て
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
グ
ル
ー
プ
の

四
十
人
が
同
校
の
全
児
童
の
一
斉

下
校
に
同
伴
し
児
童
ら
と
共
に
、

交
差
点
で
の
死
角
な
ど
の
危
険
箇

所
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
点
検
結
果
は
「
子
ど

も
を
守
る
１
１
０
番
の
家
・
お
店

マ
ッ
プ
」
に
示
さ
れ
地
区
内
の
家

庭
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

▲子どもたちの下校に同伴する防犯グループの皆さん

由
井
昌
代
さ
ん
に

文
部
科
学
大
臣
表
彰

農
林
水
産
業
振
興
の

功
労
者
に
表
彰

▲倉本さん


